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最後の教科書無償 

～ 教科書を大切に使うということ～ 
 

  みなさんは小学校１年生から、毎年新品の教科書を無償(ただ)でもらっていました。 

そして、無償で教科書がもらえるのは今回が最後になります。なぜなら、義務教育が今

年で終わるからです。来年高校へ進学すると、お金を払って教科書を購入しなければな

りません。無償でもらうことのありがたみをしっかり心の中に刻み込んでもらいたいと

思います。 

 すべての子どもに教科書を渡すことは、多くの人たちの願いがあって実現したものだ

ということを忘れてはなりません。１年生で勉強した「教科書無償の運動」を思い出し

てください。教科書を全国の小中学生に無償で配るようにと粘り強く訴えてきた人たち

がいて、「やっぱり教科書はないと困る。義務教育というのであれば、せめて教科書だ

けはお金がかからないようにしてほしい。」という要求を長い間続けてきた結果、 

1964(昭和 39)年から今のように、無償で教科書が渡されるようになりました。 

 「権利」として勝ち取られた『教科書の無償化』を無駄にしないように、その教科書

を大切に扱い、教科書をしっかり使って一生懸命勉強することがみ

なさんにとっての「義務」なのではないかと思うのです。 

 

「ガリ版刷りの教科書」感想より 

今、私たちがみんな教科書を使えるのは、昔、教科書無償の運動でたくさんの人が努力

を続けてきたからであって、その人たちの思いや願いを無駄にしないように、教科書を大切

に使って、勉強でできる限りの努力を尽くして期待に応えることが、私たちがするべきことだ

と感じた。 

自分の幸せだけを考える人よりも、他の人の幸せを願うことができる人のほうが幸せにな

ると思った。自分だけではなく、他の人も楽しくなれるような行動をしたいと思った。  

教科書が無償になるまでにいろいろな人の思い、行動があったことについて考えることが

できた。現代の社会に残っている差別はいろいろあるけど、それらをなくすために、勝手な決

めつけや当たり前を押しつけるようなことはしないようにする。 

小さな問題や気づきにくい問題に気づいて、正しい行動ができるようになりたいです。  

まずは、自分が人を差別したりしないようにしたい。 



 本格的に授業が始まりました。新しい仲間、新しい先生たちと一緒に、日々の授業に

集中して取り組みましょう。今年はみなさんにとって大切な年、勝負の年でもあります。

わからないことやできないことを解決しようとすることで、自らの人生を自ら切り拓い

ていく力である「努力する力」「工夫する力」「続ける力」「耐える力」「想像する力」

を身につけましょう。 

 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 

国語(３) 太田 

数学(４) 江崎 坂井 坂井 江崎 江崎 

社会(４) 近藤 陣内 近藤 近藤 近藤 

理科(４) 長濵 長濵 長濵 長濵 久保田 

英語(４) 井上 井上 有森 井上 有森 

音楽(１) 洲 

美術(１) 大石 

保体(３)男 篠原 宍道 篠原 

     女 元村 元村 元村 

技術(0.5) 山本信 

家庭(0.5) 矢幡 

  ※技術と家庭は隔週です。 (  )内の数は１週間の時間数です。 
 

「得意」や「苦手」にかかわらず、「できる」や「できない」にかかわらず、 

一人一人が自分の力を出し切る！！ 

 

学習・生活集会より 

＜生活面＞ 

○SNSの使い方 

 １ 自覚と責任を持ちましょう 

 ２ 適切な情報発信、コミュニケーシ

ョンを心がけましょう 

 ３ 規律・マナーを遵守しましょう 

  ・個人情報を書き込まない 

  ・他人の悪口、誹謗中傷、噂などは

絶対に書き込まない 

  ・画像、映像をむやみに掲載しない 

  ・SNSに縛られない・頼らない 

○交通安全自転車のマナー 

 １ 車道が原則、左側を通行 

歩道は例外、歩行者を優先 

 ２ 交差点では信号と一時停止を 

守って、安全確認 

 ３ 夜間はライトを点灯 

 ４ ヘルメットを着用（努力義務） 

※ 運転中のながらスマホ禁止 

＜学習面のテーマ＞ 

 自分で学ぼう！自分のために学ぼう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


